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香粧品の歴史（生い立ち）

過ぎ去った過去と将来への思いを込めて

岡本暉公彦

Look Back on the Past  
with Thought to the Future

Kikuhiko OKAMOTO

昨今の製品安全にかかわるニュースは本学会発足当時
の接触皮膚炎警告と大きな相違があるようには感じられ
ません。本学会発足から 40年の間に製品安全性評価技
術は格段の進歩を果たし，昨今の製品では十分な安全性
が担保できるまでになっている状況の中で製品安全性に
かかわるニュースが報じられるのは業界の自覚が低下し
たためではないかと懸念してしまいます。
大学から社会に出て企業で製品開発を担当し，参考書
すらわからない中で諸先人の足跡から香粧品，化粧品研
究の模索を開始しました。当時（おおよそ 50年前）の
化粧品関連書籍では香粧品，化粧品製剤と皮膚科学，安
全性は明確に区分され，それぞれ異なる立場で記載され
ており，製剤と有用性，製剤と安全性の融合，産官学協
働の姿は見えない状況でした。皮膚科学会などに参加す
ると化粧品技術者はわけのわからない・非専門的な用語
を使用し，学術討議をしているとの発言が多く聞かれま
した。
このころは日常生活に使用される製品，原材料の発が
ん性，催奇形性，感作性などが注目されるようになり，
監督官庁の指導で化粧品原料の規格統一も業界を通して
図られるようになってきました。このような安全性の高
まる環境の中で香粧品学会が皮膚科学会を代表する安田
利顕先生を中心に業界と大学，公的研究機関の研究者を
結びつけ発足させたのは将来に対するたいへんな贈り物
です。高瀬吉雄先生からは学会の健全運営のために賛助
会制度を設けたことを聞かされたりもしました。筆者は
幸いにも業界に所属した初期にこのような環境に身を置
くことができ業界を代表する細田文一郎先生，学界代表
の高瀬吉雄先生，皮膚科学会を代表する安田利顕先生の
ご指導のもと学会運営にかかわらせていただき，日々の
研鑽を余儀なくさせていただきました。
学会誌 1巻 1号の高瀬吉雄先生の「香粧品安全性

チェックのための応用毒物学概論」は当時の化粧品研究
の考え方，その後の方向性を強く意識したもので，現在

でも業界研究者には大切な指針であると考えます。高瀬
吉雄先生の直接のご指導を長く受けてきた筆者は応用毒
物学的思考の重要さを感じ，化粧品科学と皮膚科学が一
体化した化粧品皮膚科学を目指した研究を進めてまいり
ました。
皮膚刺激性，眼粘膜刺激性など現在の言葉ではバリ
デーションでしょうか，当時は評価法の検討として業界
の研究者間で研鑽が行われ，学会誌にもたびたび登場し
ます。また，化粧品の皮膚障害と皮膚疾患の区別なども
専門用語の理解を含めてたびたび議論されております。
諸外国の状況把握のために石原　勝先生などの努力で，
米，欧の研究者を招請し，学会シンポジウムなどが実施
されました。むろん本邦の異なる医学系学会所属の研究
者によるシンポジウムももたれ，会員知識向上に本学会
は大きな役割を果たしたことと思います。
学会発足当時の代替法は生物間，動物からヒトへの外
挿が中心で動物試験評価がヒトに外挿できるか否かが主
課題でした。筆者らは代替法として界面活性剤のタンパ
ク質変性に及ぼす影響などの評価を，小西，高瀬らは細
胞を用いた皮膚刺激性，粘膜刺激性の評価を実施し製
品，原料の安全性成績を公開してきました。このように
動物試験代替法は安全性評価の応用毒物学的評価をする
過程の中で並行して開始されております。学会発足から
数年後日本の代替法が学会として菅原　努先生により発
足に至ります。香粧品学会発足から 10年間は薬学と皮
膚科学分野の先生方による業界への課題提供と業界研究
者によるその応用毒物学的思考構築の時代ではなかった
かと今振り返って強く感じる次第です。
薬用石鹸中の殺菌剤の安全性，洗浄剤の界面活性剤の
安全性，メークアップ製品色素の安全性，スキンケア製
品の油脂類の安全性に対する議論は本学会が存在するこ
とで加速度的に進展し，製品安全性に寄与したのではな
いでしょうか。本学会発足から 10年経過した頃よりバ
イオテクノロジーの化粧品への利用，バイオエンジニア
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